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２００９年１０月３１日　　　　作成責任及び文責　古畑　等


　　　　　　　　　　　　　　　本日は両面です。





とんだばやし混声合唱団の皆様へ


先日は、大変、お世話になりました。皆様のおかげで感動の演奏会でした。山田和樹、山田茂の新たなる出発の日にもなりました。これまでの様々なご尽力に深く感謝申し上げます。是非、またの機会を東京混声合唱団一同楽しみにいたしております。今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。とんだばやし混声合唱団さんのますますのご発展をお祈り申し上げます。季節の変わり目です。くれぐれもご自愛くださいませ。誠にありがとうございました。


　東京混声合唱団事務局　鬮目　幸司





Ⅰ　みなかみ





いまうまれたばかりの川


山の光は


小鳥のうぶ毛の匂。


若草と若葉のかさなりは


天へつづくみどりの階段。


阿蘇外輪の春。


溶岩の寝床で


いまうまれたばかりの川


すがすがしい裸の愛が


頬をあからめて歌い出す。


素足でげんきよく走りだす。


さあ遠い旅行がはじまる。


けものの白い骨を


狩人の墓を洗い


森のくらさをおそれずに


滝の高さを」おそれずに


さあ未知のくにぐにへの旅行


がはじまる。








○団員交流の集い：１２月１９日、レストランを借り切って交流。先生方・団員からの演奏など。担当，Ｔ平川さん





皆さん、はじめまして。ベース所属の稗島（ひえしま）です。もう入団させていただいてから早３ヶ月が過ぎましたので、ちょっとだけご挨拶が遅れました。今年の定演を偶然聞かせていただいたことから「とん混」のファンになり、ふらっと見学に来てみたら知らないうちに入団しておりました。まさに運命のいたずらです。私の音楽歴は３０年以上も前にブラスバンドやリコーダーアンサンブルでほんの数年間だけちょっとかじったことがある程度で、その後は音楽とはあまり縁のない人生でした。歌を聴くのは好きですが、まさか自分が歌うことになるなんて考えてもみませんでした。入団して判明したことは、皆さんと歌えば下手さがカモフラージュされる！？ということです。実際は皆さんの力強い歌声に毎回助けられ（カバーされ）つつ、とても楽しく歌わせていただいております。背中を押して入団させていただいて本当に良かったと思います。９月のコーラス・フェスティバルの打ち上げの際、ギュウギュウ詰めになってみんなで大合唱した「夕日が背中を押してくる」のハーモニーの心地よさが今でも忘れられません。あのハートフルな感動を一度知ってしまうと、もう魔法にかかったような気分で、「また歌いたいなぁ」と思ってしまいます。「合唱っていいなぁ」とつくづく思います。これってもう心は合唱人になったということでしょうか。去年までの私には想像もつかなかった別世界です。別世界と言えば、先日の東混との共演はまさに夢の舞台で、言葉にならないほど幸せな感動体験をさせていただきました。入団３ヶ月で合唱界の「天国」に連れて行っていただいたので、もう思い残すことはありません！？本当にいい時期に入団させていただき、諸先生方を始め、団長、団員の皆さんの温かさに感謝しております。まだまだ初心者の域を出ない私ですが、歌う喜びをまた誰かに届けられるように、これからも楽しく生き生きと歌っていきたいと思います。それでは今後ともどうぞ宜しくお願い致します。（Ｂ別所さん・Ｂ稗島さん、ご投稿感謝します。シャンテ子）





シャンテ担当者古畑　等から：皆さんの原稿をお願いします。下記のメルアドで古畑までご投稿して


いだだけます。１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ　　


※団ホームページ　団員専用コーナーへは次のID番号でお入りください。





この合唱団に入会して　ベース　別所孝範


　みなさん、こんにちは。このたび4月から入団させて頂きました別所孝範と申します。テナーの吉田さんの繋がりです。以前は高校教師をしてました（理科の地学）が、この3月に無事、定年退職になり、家内の許可！も出て晴れて入団でき嬉しい限りです。大学のときに初めて混声合唱団に入り、以後、合唱の魅力に虜になってしまいました。社会人になってからも歌うことは止められず、いろんな合唱団に在籍しましたが、最近はあまり気持ちが乗らないでいました。でも、定年を期に改めて合唱をやろうと心を決めていましたので、吉田さんには私の方から頼んだ次第。練習は毎回とても楽しく、発声練習はとてもためになるし、指揮の先生も面白くて、いつも笑ってしまいます。笑って練習できるのは一番いいですよね。その中での厳しさが効きますから。家からスバルまでは、ちょっと遠いのですが、頑張って何よりも休まずに来ようと思っています。気軽に声を掛けてください。昔、生徒達からはベッチーって呼ばれていましたので、ベッチーって言ってもらっても構いません（くだけすぎかな？）。これからもどうぞよろしくお願いします。





メザシちゃうで











丸山　豊　作詞　　団　伊玖磨　作曲　１９６８年作品


　　　　筑　後　川　　　　　全詞


（第十四回　定期演奏会　演奏予定曲）





Ⅴ　河　口





フィナーレをこんなにはっきり予想して川は大きくなる


フィナーレを華やかにかざりながら川は大きくなる


水底のかわいい魚たち　岸辺のおどけた虫たち


中洲のかれんな小鳥たち


さようなら　さようなら　川は歌う　さようなら


紅のはぜの葉　楠の木陰　白い工場の群よ


さようなら　さようなら　川は歌う　さようなら


筑後平野の百万の生活の幸を


祈りながら川は下る


有明の海へ


筑後川　筑後川


そのフィナーレ　ああ








ありがとうございました。東京混声合唱団の皆さん！！


おめでとうございます。山田和樹先生、コンクール優勝の凱旋記念公演。山田茂先生、定年ご退職記念公演。


　素晴らしい演奏会でした！東京混声のミラクルヴォイスを同じ舞台の上で、美しい響きに全身を共鳴させて武満徹作品を歌ったのです。それに「光の庭」を聴きました。山田茂先生ご退職記念の演奏だったのです。光栄な舞台でありました。山田和樹先生の凱旋記念の最初の国内公演にもなったからです。すばらしい二人の音楽家が記念の公演を同時にすばるホールで行われるという出来事は、願っても起こる話ではありません。このホールの舞台にはこれまでに、すばらしいアーティストが数多く立たれていますが、今回このお二人が立たれたことでこの演奏会はいつまでも語りつがれるイベントでしょう。今後も両先生が益々ご活躍され、またいつかこのすばるホールで、当団や各コーラスのご指導にあたって頂けることを心からお祈りいたします。


　そしてまたしゅっぱーつ！！我らの指揮者貞松道人先生を中心に歌い続けていきましょう！次の定演も待っています。（選曲は下記参照）「上手になったね。」といつかまたヤマカズ先生、ヤマシゲ先生に誉められましょう！なお、下記は、Ｔ岡田さんが送ってくださった東混事務局宛感想Ｅメール（省略）に対してのくじ目さんからのお返事です。


（岡田さんご提供感謝します）





Ⅳ　川の祭





祭りよ　川を呼びおこせ。


とっぷり暮れた大きな川へ


太鼓をたたけ。太鼓をたたけ。


一千匹の河童よさわげ。


どどん　どどん　どどん　どどん


祭よ


川を呼びおこせ。


一万匹の河童よさわげ。


十万匹の河童よさわげ。


どどん　どどん　どどん　どどん


祭よ


愛を呼びおこせ


激しい愛を呼びおこし


花火をあげよ　花火をあげよ。


一万匹の河童をてらせ。


ぱぱん　ぱぱん　ぱぱん　ぱぱん


祭よ


愛を呼び起こせ。


一万匹の河童をてらせ。


百万匹の河童をてらせ。


ぱぱん　ぱぱん　ぱぱん　ぱぱん





Ⅲ　銀の魚





しずかにしずかに


楠の木陰に漕ぎだした


川の男の


たくましい胸板。


あたらしい棹を入れる


川の女の


清らかなうなじ。


朝の川面に


投網がふくらむ。


さざなみが湧く。


さざなみが広がる。


深い川の深い心の


いきのよい魚を


とらえるのだ。


朝日にはねよ銀の魚。








○嬉しいお知らせ：Ａ東山美星（みせい）さん入団されました。休団中のＳ黒瀬さん訪問されました。


○技術通信：（担当のＴ芝田さんより）指揮者の下野さんもブザンソンを優勝され、小澤征爾さんも「音楽武者修行」という本でそのコンクールのことを書いています。一読してはどうですか。


○練習用ＣＤ製作について：「筑後川」以後は、今後全ての音取りＣＤが申し込み制で有料（１００円）となります。これは作成者負担を考慮してのことです。








十月三日（土）


　山田茂先生の今回最終の練習指揮でした。ｐｐはｐより小さいのではなく「特別な音」と捉えましょう。ア・テンポはそこで物語の場面が新しくなるのです。ユニゾンは不気味な表現。全員で歌うので音量が大きくなるから少し押さえてパート別部分では小さくならないように。など、とても分かりやすく、紙飛行機を飛ばすなどして楽しく教えてくださいました。


　ＶＴは和田先生。山田茂先生の指導を生かして「弓」がぐっとタメを作るように体を構えてｐｐを発声しましょうと指導してくださいました。


　夜の通常練習は、新曲「おんがく」（歌集より）のパート別音取り練習と全体合わせをやりました。


十二日（月・祝）


　山田和樹先生の日。団として優勝のお祝いを団長が贈りました。本番は「○△」「死んだ男の・」「翼」の順で、音取りも軽いハミングＯＫ。その順で練習しました。「死んだ男の・」の速度指定六〇は、一拍一秒。時の流れを感じるためだそうです。東京混声Ｓ太田さん、激励訪問してくださいました。多謝！


十七日（土）


　共演のリハーサルを三時から五時まで。東混の皆さんは舞台後方二列で、我々は前三列で舞台練習しました。背後からの素晴らしいサウンドを感じて歌いました。「この団は言ったことがすぐ出来ますね。」との山田和樹先生の言葉。誉めていただいた！


尚、山田茂先生のお誕生日なので、東混の皆さんと共に「ハッピーバースディ」の大合唱。山田和樹先生のピアノ、我らが貞松先生の指揮で歌い、団としてのお祝いを贈りました。最高のイベントです。


十八日（日）東京混声演奏会


　午前十一時ゲネプロ。二時から本番。共演後はゆっくりと美しい合唱を堪能しました。至福のひと時に今更特記事項なし！








選曲委員会でまとめられた候補曲（別記）ならびに歌集、源田先生委嘱作品（現在未定）等から１０月３日の選曲会議（指揮者、役員、パートリーダー、選曲委員長、シャンテ担当出席）で決定し、委員長B坂東さんから下記のように同日発表されました。


○メイン曲：「筑後川」（第７回定期演奏会演奏曲）楽譜は団で販売中（１５００円）


○小品など：「東混共演の３曲」・宮崎アニメ集から２曲・愛唱歌集から「おんがく」


（未定曲　：源田先生委嘱作品。完成の時期と練習状況で１４回定演に入る可能性があります。）





Ⅱ　ダムにて





いそいそと瀬を走り


青葉をくぐり若葉をくぐり


もだえて右に左にうねり


愛の水かさがふくらんだところで


非情のダムにせきとめられる。


川よ　愛の川よ


もっと深さをもつように。


もっと重さをもつように。


もっと冷静であるように。


≪男声≫４部


　不屈の決意をした青年です


　いのちがけで愛するために。


　見よ！水面に映したくれないの雲


≪女性≫ソロ＋３部


　あなたを信じます。あなたの愛を。


　ごらん！魚たちの鰓呼吸のおだやかさ。


≪混声≫


川は　大きな川は　輝く活路をさがしだす。


自然に育てられた愛が


筑後平野の　百万の生活のなかへ


歓喜の声をあげて走ってゆく。





演奏会案内


○富田林高校「ももせ」合唱団定期演奏会


十一月　八日（日）午後二時開演・リック羽曳野


○神戸市役所センター合唱団定期演奏会


十一月十五日（日）午後二時開演・神戸新聞松方ホール（ＪＲ神戸下車スグ）


○合唱団フェニックス定期演奏会


十二月　六日（日）午後二時開演・堺市ウェスティホール（ＪＲ鳳下車スグ）








